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研究成果の概要（和文）：鹿児島大学総合研究博物館（KAG）が収蔵する植物標本のデータベース化を進め、地
域の植物多様性の解明に大きく貢献した。具体的には、研究期間内に40,835件の植物標本のデータベースへの登
録、およびその大部分についてインターネット上での標本画像の公開を行った。また、KAG標本を用いてキモツ
キクサアジサイやムジナノショクダイなど17種2亜種1変種を新分類群としての記載（国外も含む）、そして『鹿
児島県の維管束植物分布図集』を出版し、新たに105の植物を鹿児島県の植物相に追加した。

研究成果の概要（英文）：A digitization of plant specimens housed in the Kagoshima University Museum 
(KAG) was proceeded, making significant contributions to understanding the regional plant diversity.
 Specifically, during the research period, 40,835 specimens were registered into a database and made
 digitized images available online. Using KAG specimens, 17 species, 2 subspecies and 1 variety were
 described as new taxa, including Hydrangea marunoi and Relictithismia kimotsukiensis. Additionally,
 we published “Distribution maps of Vascular Plants in Kagoshima Prefecture”, and added 105 new 
plant taxa to the flora of Kagoshima Prefecture.

研究分野： 植物分類学

キーワード： 植物標本　データベース　博物館　植物相　鹿児島県　植物分類

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
鹿児島大学総合研究博物館には、日本の中でも最も植物の多様性が高く、固有種の多い地域である南日本の植物
標本が多数収蔵されている。これらの植物標本について、標本の再同定とタイプ標本の整理を進め、標本画像を
オンライン公開することで、誰もが標本を利用できる環境を整え、鹿児島や近隣県、および日本の植物相の解明
に大きく貢献した。同時に、県内の植物多様性の評価と保全や、外来種問題に関する情報、そして植物学の基礎
研究素材を広く提供することを通じ、植物標本資料と博物館の価値を高めることができた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
地域の植物相を理解するためには、その多様性を構成する単位である分類群（種）を正しく認

識し、「どこに、何が、どれくらい存在しているか」という基礎情報が必要不可欠である。植物
分類学者はインベントリー（そこに存在する種を網羅的に記録する）活動による採集した植物標
本や、各地の植物標本庫（ハーバリウム）に収蔵されている植物標本を用いて、様々な種の分類
群の検討を行い、世界の植物種多様性の解明に貢献してきた。九州南端から台湾北東にかけて位
置する南西諸島は、温帯と熱帯の中間的な気候帯である亜熱帯に属し、日本列島の中でも特に維
管束植物の種多様性の高い地域として知られ、そこにしか生育していない固有種も多い。 
鹿児島大学の総合研究博物館は 2001 年に設立され、それまで農学部や理学部に分散していた

国内外の維管束植物標本資料の約 18 万点を一括して集約し、収蔵・管理している。これらの資
料は Walker（1976）、初島（2004）、堀田（2013）、志内＆堀田（2015）による九州、奄美群島、
トカラ地域の植物目録における主要な根拠として活用され、琉球列島や鹿児島県内の植物相や
絶滅危惧植物を理解する上で欠かせない資料となっている。 

2020 年 10 月の時点では、収蔵している標本のうち約 13 万点の標本についてデータベース
化を終え、画像を web 上で公開しているが、標本資料の有効活用、および地域の植物相を正し
く理解するためには、データベース化をさらに進める必要がある。一方で、鹿児島大学の標本や
鹿児島の植物相については、①誤同定の問題、②未記載分類群の存在、③未整理状態の学名の基
礎となったタイプ標本の存在、④鹿児島県の絶滅危惧種･外来種の客観的指標の欠如などが、課
題として挙げられる。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、鹿児島大学総合研究博物館に収蔵されている植物標本のデータベース化お

よびタイプ標本の整理を進め、「どこに、何が、どれくらい存在しているか」という植物の分類
群の検討や保全上必要な基礎情報を整備し、より利便性のよい形で広く提供することで、鹿児島
県の植物多様性の理解やその保全に貢献することである。 
 
３．研究の方法 
 
１） 植物標本のデータベース化・同定の確認 
標本ラベルのパソコン入力、スキャナーによる画像データ化を行う。収蔵している標本は明治時
代を含む戦前のものも多く、単に標本ラベルに書かれた地名等を入力しても、現在の地名と一致
せず、そのままではあまり役立たない。ひとつひとつ現在の地名と対応させ、Mesh コードをあ
てはめる作業も実施し、GIS 上で表示でき、植物地理学的な研究に使えるデータベースとする。
同定についても最新の分類学的知見に基づき、再確認を行う。 
 
２）未記載の分類群に関する情報の収集・整備、および分類学的検討 
 鹿児島大学総合研究博物館が収蔵する標本の中から未記載である植物が確認された場合、標
本調査や現地野外調査を行い、必要な情報を追加検討した上で、新種記載等を行う 
 
３）タイプ標本の整理・公開 
鹿児島大学にタイプ標本が収蔵されている植物種と考えられる学術論文を可能な限り数多く確
認し、原記載と実際のタイプ標本の照合作業を行い、鹿児島大学に収蔵されているタイプ標本を
特定する。確認されたタイプ標本はデータベースへの登録作業を行い、インターネット等でその
情報公開を行う。 
 
４）鹿児島県の絶滅危惧種･外来種の客観的指標の整備 
鹿児島県は全国レベルで絶滅危惧種が非常に多い県であるが、その指定については客観的な基
準ではなく、ごく少数の研究者や植物愛好家による勘に頼ってきた部分が大きい。標本データベ
ースを整理することにより、絶滅危惧種や外来種の分布地点数など客観的指標を作り、これらの
評価やその保全・防除に貢献する。 
 
４．研究成果 
 
１） 植物標本のデータベース化・同定の確認 
研究期間内に技能補佐員１名を雇用し、植物標本のデータベース化およびインターネット上

での公開を進めた。40,835 件の植物標本について、その情報をデータベースに登録し、大部分



を web 公開した（https://www.museum.kagoshima-u.ac.jp/hyouhonsitu.html） 
 

 
２）未記載の分類群に関する情報の収集・整備、および分類学的検討 
標本調査や野外調査を通じて、国内からブンゴギボウシ、キモツキクサアジサイ、ムジナノシ

ョクダイ、ヤクシマルリアジサイ、ノミノキンチャクを新分類群として記載した。その他、KAG
が収蔵する標本を用いて、東南アジア産の植物について 15 の新種および 1 つの新変種を記載し
た。 
 

図 1．キモツキクサアジサイのタイプ標本 
 
 



３）タイプ標本の整理・公開 
標本データベース化に伴い、「タイプ標本」と思わしき標本が多数確認された。これらのうち、

原記載の確認を終え、確実にタイプ標本との確信が得られたものについて、世界規模で植物学の
推 進 ・ 発 展 に 資 す る タ イ プ 標 本 を 公 開 す る サ イ ト JSTOR Global 
Plants(https://plants.jstor.org/)とパートナー契約を締結し、その標本画像とラベル情報を
提供し、公開を行った。研究期間内に 40 点のタイプ標本を公開し、研究期間終了後も継続予定
である 
 

図 2．JSTOR Global Plants における公開の様子 
 
 
４）鹿児島県の絶滅危惧種･外来種の客観的指標の整備 
整備した植物標本データベースの情報を基に、鹿児島県で確認されている植物を総括した分

布図集を編集・出版した。これらには希少種や外来種の分布地点数なども含まれており、その評
価や保全・防除を行う上での基礎資料となる。また、鹿児島県内で確認された植物は 2021 年度
末に 3,914 分類群であったが、研究機関終了後の 2023 年度末には 4,019 分類群となり、今回の
研究を通じて 105 種類もの植物が新たに確認され、県内の植物多様性の理解に大きく貢献した。 
 



 
図 3．『鹿児島県の維管束植物分布図集』の表紙（左）と分布図の頁例（右） 
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 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
Noyori W, Komada N, Souladeth P, Tagane S 536

 １．著者名
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 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Beilschmiedia danhkyii (Lauraceae), a new species from Vu Quang National Park, Vietnam

Phytotaxa 215-220

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Quang BH, Tagane S, Viet HN, Canh TT 527

 １．著者名
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奄美大島の世界自然遺産地域内外の外来種
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琉球列島における照葉樹林構成種の遺伝的多様性の分布

 ４．発表年

 ４．発表年

日本植物分類学会第22回大会

第70回日本生態学会大会

なし

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

無

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
鹿児島県肝属山地で新たに発見されたアマクサツチトリモチ

Nature of Kagoshima 193-195

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
塚原一颯・川窪伸光・田金秀一郎 50

 １．著者名
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